
 

 

 

2025 年度⼀般選抜（コア試験・プラス試験） 

 

出題ポイント 
 

フランス語 
  



 
 解答  

（和訳と仏作⽂については⼀つの解答例です。） 
I.  家の最上部には鳩⼩屋があった。叔⽗は 1914 年の戦争から伝

書鳩の趣味を持ち帰った。伝書鳩というのは、とても遠くから放

たれたとしても必ず⾃分の巣に戻るよう特別に訓練された⿃の

ことである。アルベール叔⽗の鳩は町中に知れわたっていて、叔

⽗はそれがとても誇らしかった。毎週⽇曜⽇の正午、叔⽗が鳩⼩

屋の窓を開け放つと、50 ⽻を超える数の鳩たちは天⾼く翔け上

り、町の上空を旋回して、また鳩⼩屋に舞い降りてくるのだった。

ときおり、叔⽗は鳩⼩屋に上って⾏って、2 ⽻か 3 ⽻の鳩を⼩型

の銃で撃ち殺して調理場に持って⾏った。叔⽗が⾔うには、⼀番

愚かなのを選んでいるのであって、ときどきそいつらを何⽻か⾷

べてしまわないとあっという間に増えてしまうだろうというこ

とだった  

II. １）Un repas modeste leur a été distribué pour le déjeuner de midi.  

２）Ils vont partir en vacances cet été.  

３）Je me suis brossé les dents.  

４）Je nʼoublierai jamais les jours que jʼai passés avec toi.  

５）Ils se saluent froidement comme sʼils ne se connaissaient pas. 

６）Nous avons découvert des preuves de sa culpabilité avant quʼil 

ne parte du pays.  

７）Raconte-la-moi.  

８）Il vous a dit quʼil quitterait son appartement le lendemain.  

９）Elle nʼaime pas beaucoup les chats.  

10）Non, le malade nʼa plus de fièvre. 

III. １）Quand jʼécoute de la musique, je suis incapable de rien       

faire dʼautre. 

２）Il y a une semaine quʼil nʼa pas passé lʼaspirateur dans sa 

chambre à coucher ! 

IV. １）Je comprends très bien ce que tu veux dire. 

２）Je partirai sitôt que jʼaurai reçu mon passeport.  

V. １）carte postale. 

２）宣伝になるように。 

３）イ 

４）⾼価と思われていた紙をできるかぎり利⽤し、郵送費をやす

くする。 

５）Sa famille, ses amis, relations, voisins. 

 
 解答  

（和訳と仏作⽂については⼀つの解答例です。） 
I.  突然、誰かが遠くに⽬を凝らして叫んだ。 「おお！あちらを

⾒たまえ、あれはなんだ？」 

 海上の⽔平線の奥に、灰⾊で巨⼤で茫漠とした塊が姿を⾒せつ

つあった。 

 婦⼈たちは⽴ち上がり、かつて⾒たことのないこの驚くべき物

の正体が分からずに眺めていた。 

 誰かが⾔うには、「あれはコルシカ島だ！⼤気がいくつか特別

な条件をみたすと、年２，３度あのように⾒えるのだ。⼤気がす

っかり澄みきって、いつもは遠⽅を覆っている⽔蒸気の靄によっ

て島を隠すことがもはやなくなったときに。」 

 ぼんやりと⼭々の頂が⾒分けられ、峰の雪が⾒えるように思わ

れた。するとみながこの世界の唐突な出現、海から出てきたこの

幻によって、驚き、困惑し、ほとんど恐怖を感じるがままとなっ

ていた 

II. １）Adélaïde a écrit cette longue lettre.  

２）Dans cette région, il fait très froid en hiver.  

３）Mon oncle ne prend jamais dʼalcool.  

４）Voici la raison pour laquelle je refuse sa proposition.  

５）Depuis que ses amis sont arrivés, ma fille nʼa plus le temps de 

travailler.  

６）Le jardin est si vaste quʼil faut plusieurs heures pour en faire 

le tour.  

７）Il mʼa annoncé quʼil avait envie de retourner dans son pays.  

８）Quelle chance il a eue de tomber sur les arbres.   

９）Non, je nʼai rien à vous dire.  

III. １）On est en train dʼeffectuer des travaux pour élargir la route qui  

passe devant chez nous. 

２）Puisque tu habites à côté du bureau de poste, pourras-tu  

mettre cette lettre à la boîte ? 

IV. １）Peu nombreux sont les gens satisfaits de leur sort ! 

２）Avec qui voulez-vous partir en vacances ? 

V. １）Papyrus, parchemin ou papier. 

２）イ） 

３）La rédaction dʼun manuscrit. 

４）育成は 12 年間ほど必要だったから。 

５）15 世紀の半ばから。 

 

経済学部コア試験 ⽂学部コア試験 



 問題の特徴  
フランス語の受験者は⽐較的少ないので、採点にじっくり時間をか

けられる設問を出しています。つまり、暗記⼒だけで解答できる設問を

意図的に避けるようにしています。 

 出題の構成は次のようになっています。 

I. ⽐較的⻑いフランス語の⽂の全体的な流れをつかんで、それ

を正確に⽇本語に訳す仏⽂和訳問題。 

II. フランス語の読解に⽋かすことの出来ない基本的な語学知

識を試す⽂法問題。 

III. フランス⼈が 4 回読み上げるフランス語の短⽂（２つ）を、

正確に書き取るディクテーション（書き取り）の問題。 

IV. 直訳では意味の通じにくい⽇本語の短⽂（2 つ）を、フラン

ス語でどう表現するかを問う和⽂仏訳の問題。 

V. ある程度の⻑さのフランス語を読んで全体の⽂意を把握し、

いくつかの設問に答える⻑⽂読解問題。 

 このような試験によって、受験⽣がフランス語にこれまでどのくら

い親しんできて、どの程度フランス語を理解し、使うことができるかだ

けではなく、⼤学での勉学に必要となる思考⼒、論理性、想像⼒、そし

て柔軟な感性を持っているか、を⾒たいと考えています。 

 

 解答の際の留意点  
採点は上に挙げたような観点を重視して⾏っていますが、まず、毎年

のように⾒られる⼩さなミスについて指摘しておきます。I の仏⽂和訳

では、わからない部分を空⽩にしてしまったり、あるいは 1 つの⽂に

対して 2 つの訳の可能性を書いたりして、⼤きく減点される例が⾒ら

れます。また、II の⽂法問題では、「カッコ内の指⽰に従って全⽂を書

き直し、解答欄に書きなさい」という全体の指⽰に従う必要があります

が、例えば解答の核となる 1，2 語だけを書いたり、空欄に⼊れる前置

詞や関係代名詞だけを書いたりして、全⽂を書き改めていない解答も

⾒られます。こうしたことはちょっとした注意で避けることができる

でしょう。 

 和⽂仏訳は、フランス語の語学⼒を測ると同時に、⽇本語⼒を判定す

る⼿段でもあります。ですから原⽂の意味がおおよそ把握できていて

も、訳が⽇本語として分かりにくい直訳はあまり望ましいものではあ

りません。また逆に、原⽂を理解していないことを糊塗するような意訳

もしないようにしましょう。⽂の意味のすべてを汲み取った訳⽂を⽬

指すように努⼒してほしいと思います。 

 ディクテーション（書き取り）の成績は年々よくなっています。多く

の受験⽣は、フランス語の短い⽂を正確に聞き取れていて、⼩さな綴り

の間違いを除けば、⼤体意味の通じる⽂章を書いています。⽇本⼈の⽿

に区別しにくい⾳素（l/r、an/un/in、eu/ou など）は、まだ難しいよう

ですが、多少練習を積めばできるようになるので、怖がるに⾜らない問

題です。ただ、フランス語を読み上げるときは句読点を指⽰しないの

で、解答する場合には、それを適切に⼊れるのを忘れないようにしまし

ょう。 

 また、特に和⽂仏訳で顕著なこととして、フランス語が思い出せない

と、英語（か、それに似ているつもりの⾔葉）を混ぜる傾向が⾒受けら

れます。ヨーロッパの諸⾔語が互いに似通っているとは⾔っても、それ

はフランス語の⼊学試験の解答にふさわしいこととは思えませんので、

注意してください。 

 

 学習へのアドバイト  
本学の問題の出題傾向や出題意図からもお分かりのとおり、学習に

あたっては教科書や学校の授業が基本として⽋かせませんが、とりわ

け、本をたくさん読めば読むほどに⺟国語だけではなく、他の外国語も

⾝に付けることが容易になりますので、「暗記」ばかりに頼る受験勉強

よりも、⼩説や他の読書を楽しむほうが知的成⻑には重要と思われま

す。教科書や学校の授業から得られた知識を別の⾓度から組み替えて

「理解」することができるとともに、⼤学での勉強へもスムーズに移⾏

することができるからです。 


